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平成 26年 8月 5日 

 

各 位 

会 社 名 株式会社ﾊﾞｲﾀﾙｹｰｴｽｹｰ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 

代表者名 代表取締役社長  鈴木  賢 

（コード：3151、東証第１部） 

問合せ先 取締役経営企画部長兼総務部長 津越 正朗 

（TEL．022－218－6132） 

 

 

業績予想および中期経営計画の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 26年 5月 15日に公表しました平成 27年 3月期の業績予想、および平成 25年 5月 14日に公

表しました第 2次中期経営計画(2013－2015)の連結利益目標を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．修正の理由 

当社グループは、｢医薬品卸売事業において、顧客と Win-Win の関係を構築する｣｢地域包括ケアシステム

に関連した事業に投資し、地域のヘルスケアインフラの構築に貢献する｣の 2 つを中期ビジョンとする平成

25年度から平成 27年度までの 3年間を対象とする第 2次中期経営計画を策定し、その実現のため取り組ん

でまいりました。 

今般、平成 26 年 4 月に実施された消費税増税前の駆け込み需要の反動や薬価基準の引下げ・診療報酬改

定による急速なカテゴリーチェンジ(特に長期収載品から後発医薬品への移行)の進行、消費税増税に伴う消

費者マインドの悪化による患者の受診抑制等の影響が想定以上に大きく、本中期経営計画 2年目にあたる平

成 27 年 3 月期の第 1 四半期の売上高は、前年同期に比べ大幅に減少いたしました。これを踏まえ、本中期

経営計画の進捗状況について再度検証するとともに、将来に関しより慎重な分析を行った結果、平成 27 年

3 月期の業績予想および本中期経営計画最終年度である平成 28 年 3 月期の利益目標数値を修正する必要が

あると判断したものです。なお、最終年度の利益目標数値については修正いたしますが、本中期経営計画に

おける基本方針および戦略に大きな変更はございません。 

 

２．修正の内容 

①平成 27年 3月期業績予想 

  上述のとおり、市場環境が悪化していることから、当社グループの平成 27 年 3 月期第１四半期の売上高

は前年同期を大幅に下回り、今後、｢新薬創出・適応外薬解消等促進加算｣対象品や新製品(先発医薬品)の販

売へより一層注力していきますが、期初計画値までの達成は難しいと判断し下方修正いたします。 

営業利益については、共同仕入、単品単価による納入価交渉、営業戦略システム｢ＶＫマーケティング｣

の活用等による利益の獲得を徹底することで、期初計画の達成を見込んでおります。また、経常利益および

当期純利益（四半期純利益を含む）については、㈱ファイネスに対する持分法投資利益の想定以上の増加等、

プラス要因があることから、上方修正いたします。 
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【平成 27年 3月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値(平成 26年 4月 1日～平成 26年 9月 30日)】 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

２８０，５００ 

百万円 

１，２８０ 

百万円 

３，４２０ 

百万円 

２，２８０ 

円銭 

３９．２１ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ２７０，２４０ １，２８０ ３，７５０ ２，７４０ ４７．１２ 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △１０，２６０ － ３３０ ４６０ － 

増  減  率 （  ％  ） △３．６６ － ９．６５ ２０．１８ － 

(参考 )前期第 2 四半期実績 

(平成 26 年 3 月期第 2 四半期) 
２７６，２２７ １，１９３ ２，９０５ １，９４５ ３２．８２ 

   

【平成 27年 3月期通期(累計)連結業績予想数値(平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日)】 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

５７０，０００ 

百万円 

３，２００ 

百万円 

７，０００ 

百万円 

４，５００ 

円銭 

７７．３９ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ５６７，６００ ３，２００ ７，４００ ４，９００ ８４．２７ 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △２，４００ － ４００ ４００ － 

増  減  率 （  ％  ） △０．４２ － ５．７１ ８．８９ － 

( 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 6 年 3 月 期 ) 
５６４，６５５ ３，１９４ ６，６３２ ４，２３５ ７１．９６ 

 

②平成 28年 3月期連結利益目標 

上述の市場環境の想定以上の悪化により、売上高目標の達成が難しくなっていることに加えて、当初、

平成 28 年 3 月期中に想定しておりました、本社組織や基幹システムの統合、｢お客様センター｣設置による

支店業務の集約化・効率化等を通じた販管費削減効果の発現が平成 29 年 3 月期以降に後ろ倒しとなる見込

みであることから、平成 28 年 3 月期の利益目標数値を修正することといたしました。なお、数値目標につ

いては修正いたしますが、中期経営計画に掲げる基本方針や戦略については大きな変更を加えず、引き続き、

当該基本方針に沿って各種戦略を着実に実施してまいります。 

 

【修正前】 

(単位：百万円、％) 

 平成 28年 3月期 目標 売上比 

売    上     高 ６００，０００ － 

営 業 利 益 ６，０００ １．００ 

経 常 利 益 ９，０００ １．５０ 

当 期 利 益 ５，３００ ０．８８ 

 

【修正後】 

                            (単位：百万円、％) 

 平成 28年 3月期 目標 売上比 

売    上     高 ５９３，６００ － 

営 業 利 益 ４，０００ ０．６７ 

経 常 利 益 ７，５００ １．２６ 

当 期 利 益 ５，０００ ０．８４ 

以 上 


